
有
田
川
町
と
紀
美
野
町
に
ま
た
が
る
生
石
山
（
標
高
8
7
0

メ
ー
ト
ル
）
は
、
山
頂
が
３
６
０
度
の
眺
望
と
広
大
な
ス
ス
キ
の

草
原
で
有
名
な
県
立
自
然
公
園
で
あ
り
、
珍
し
い
高
山
植
物
や
小

動
物
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
空
気
の
澄
ん
だ
日
に
は
、
遠
く
淡
路

島
や
四
国
ま
で
見
渡
す
こ
と
が
で
き
、
そ
の
眺
め
は
関
西
屈
指
と

も
い
わ
れ
、
昔
か
ら
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

生
石
山
は
、
生
石
神
社
の
ご
神
体
や
山
頂
の
笠
石
と
呼
ば
れ
る

巨
岩
を
は
じ
め
、
付
近
に
は
岩
石
が
露
出
し
、
古
来
よ
り
神
の
宿

る
山
と
し
て
信
仰
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
生
石
山
に
は

生
石
明
神
と
い
う
独
自
の

信
仰
が
生
ま
れ
、
東
の
生

石
神
社
や
西
の
五
名
生
石

神
社
と
い
う
生
石
山
の
山

岳
信
仰
か
ら
創
始
さ
れ
た

神
社
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
石
山
は
弘
法
大

師
空
海
が
高
野
山
創
建
以

前
に
修
行
し
た
地
と
伝
え

ら
れ
、
空
海
が
高
野
の
地

を
見
つ
け
た
あ
ま
り
の
嬉
し
さ
か
ら
旅
笠
を
忘
れ
て
出
立
し
て

し
ま
い
、
忘
れ
た
笠
が
岩
と
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
笠
石
や
、
生

石
山
の
三
角
点
か
ら
や
や
下
っ
た
場
所
に
あ
り
、
空
海
が
硯
の

水
を
と
る
た
め
に
足
下
を
掘
っ
た
と
こ
ろ
、
清
水
が
出
た
場
所

と
伝
え
ら
れ
る
硯
水
な
ど
空
海
ゆ
か
り
の
史
跡
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
生
石
山
は
、
か
つ
て
は
周
辺
地
域
の
茅
取
り
場
と
し

て
人
々
の
生
活
に
密
接
し
た
場
所
で
し
た
が
、
茅
葺
き
民
家
の

減
少
に
よ
り
茅
場
と
し
て
の
役
割
失
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
平

成
14
年
か
ら
山
焼
き

が
再
開
さ
れ
、
良
質

な
茅
が
産
出
す
る
よ

う
に
な
り
、
現
在
で

は
重
要
文
化
財
の
茅

葺
き
屋
根
の
修
理
に

も
使
用
さ
れ
て
お

り
、
先
月
も
重
要
文

化
財
法
音
寺
本
堂
の

修
理
工
事
の
た
め
、

地
域
の
方
々
に
よ
る

茅
の
刈
り
取
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

4
月
29
日（
火
）
に
は
、
生
石
高
原
山
開
き
が
行
わ
れ
ま
す
。

さ
わ
や
か
な
春
の
日
を
生
石
山
で
過
ご
し
て
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

生
石
高
原
の
山
開
き

番
外
編

生
石
高
原
山
開
き

日
時
／
４
月
29
日（
火
）
11
時
〜　

※
雨
天
時
は
翌
日
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